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本当ですか!草戸千軒の人たちは犬を食べていたって、

した。

溺 iD掛では差端、とくに舗を議すこと
つみ そうしをど

が罪とされています。そこで、お葬式などに出され

若吾輩鞘蓋では肉は語、われず、島事ゃ輩、読仇
ふる おお ひとびと

どが使われています。古くから多くの人々に仏教が
しんとう にほん 白いUじだい 甘いよう にくしょ〈 レゅうかん除い

信仰されていた日本では、明治時代になって西洋から肉食の習慣が入ってくるまで、人々は肉を食
しん

べなかったと信じられてきました。

暴長針悌li続詰あZY五室きんl手、草戸干軒町遺跡から自主した動物の骨を誼べていて、その
たし，，.ん おどろ きいしょ

大半が犬の骨であることに驚きました。最初は、草戸千軒の人は犬好きで、たくさんの犬がペット。 おも

として飼われていたのだと思っていました。

ところが、調べていくうちに積も註 i献の骨がぱらぱらになって出土していることに長づき
じ ，.かっく う bいたい う

ました。死んだペットのお墓を作って埋めたのではなく、解体して埋めていたのです。そして、出

土した骨をさらに請かく調べてみると、出13による蓄が品いた骨や、長で躍かれた骨があることが

ワ

す
捨

戸

ま

ミ

草

り

ゴ

、

か
て

わ

は

い

が

ら

て

と

か

っ

と

ほ

捌

か

た

川遺

つ
い

町
み
見

て

軒

が

べ

干

闘
骨

食

戸

の

を

草

犬

山
肉

。

の

の

す

ん

犬

で

さ

は

当

く

ち

本

た

た
う

人

い

か

の

は

制
穴

軒
て

千

後頭部に刃物の痕跡が残る犬の頭蓋骨
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かつての日本に肉食の習慣があったことは、

支え をろく
~Iこ書かれた記録からはほとんどわかりません

おし はん

でした。おそらく、仏教の教えに反するうしろめた

さから、議lこ!議されなかったものと意われます。
わたし 忽がみ

私たちがゴミ捨て穴の中身を調べたことによって、

わかりました。• 

犬の肉を食べていたことがわかったわけです。刃物による傷が残る犬の足の骨
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